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政令・府省令等で明確になった点を確認
事業性融資推進法施行に
向けた実務上の留意点

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●企業価値担保権は、債務者の将来の財産を含む総財産を目的とし、債務者を委託者、
企業価値担保権信託会社を受託者兼担保権者とする企業価値担保権信託契約によ
り、設定される。
●これまで十分な融資を受けることができなかったスタートアップ企業が、企業価値担
保権の設定により、経営者保証の負担なく、あるいは例外的に認められる経営者保
証を活用することで融資を受けられる可能性がある。

●借入人に対して一般債権を有する一般事業会社は、企業価値担保権者に劣後する
ものの、随時弁済や担保実行手取金の一部の不特定被担保債権に対する配当といっ
た保護のしくみがある。

長島・大野・常松法律事務所
弁護士

月岡　崇
長島・大野・常松法律事務所
弁護士

大野　一行

は
じ
め
に

２
０
２
４
年
に「
事
業
性
融
資
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
」（
令
和
６
年
法
律
52
号
）

（
以
下
、「
事
業
性
融
資
推
進
法
」と
い
う
）

が
成
立
し
、
２
０
２
５
年
7
月
2
日
に

は
、
そ
の
下
位
法
令
等
が
公
布
さ
れ
た
⑴
。

ま
た
、
そ
の
施
行
日
も
２
０
２
６
年
5
月

25
日
に
決
定
し
、
企
業
価
値
担
保
権
付
き

融
資
の
当
事
者
と
な
り
得
る
金
融
機
関
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
含
む
借
入
人
企
業
に

と
っ
て
も
、
ま
た
取
引
先
が
企
業
価
値
担

保
権
付
き
融
資
の
借
入
人
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
一
般
事
業
会
社
に
と
っ
て
も
、
同

法
施
行
に
向
け
た
検
討
を
本
格
的
に
行
う

べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
公
布
さ
れ
た
下

位
法
令
等
で
明
確
に
な
っ
た
点
に
着
目
し

つ
つ
、
事
業
性
融
資
推
進
法
の
概
要
を
説

明
の
う
え
、
施
行
に
向
け
た
実
務
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
す
る
。
な
お
、
本
稿
中
意
見

に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解

で
あ
る
。

⑴　

以
下
、
事
業
性
融
資
推
進
法
の
条
文
を
表
記
す
る
場
合

は「
法
」と
す
る
。

事
業
性
融
資
推
進
法
の
概

略
―
企
業
価
値
担
保
権
を

中
心
に

企
業
価
値
担
保
権
の
内
容
を
中
心
に
事

業
性
融
資
推
進
法
の
概
略
を
説
明
す
る

が
、
本
誌
２
０
２
４
年
８
月
20
日
・
９
月

１
日
合
併
号（
№
１
７
１
９
）34
頁「
事
業

性
融
資
推
進
法
の
一
般
事
業
会
社
へ
の
影

響
」と
重
複
す
る
部
分
は
省
略
し
て
い
る

た
め
、あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

⑴
　
企
業
価
値
担
保
権
制
度
の
意
義

等企
業
価
値
担
保
権
制
度
は
、「
不
動
産
を

目
的
と
す
る
担
保
権
又
は
個
人
を
保
証
人

と
す
る
保
証
契
約
等
に
依
存
し
た
融
資
慣

行
の
是
正
及
び
会
社
の
事
業
に
必
要
な
資

金
の
調
達
等
の
円
滑
化
」を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
導
入
さ
れ（
法
１
参
照
）、
有

形
資
産
を
十
分
に
有
し
な
い
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
等
で
も
事
業
の
成
長
可
能
性
が
あ

れ
ば
、
資
金
調
達
が
可
能
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
企
業
価
値
担
保
権
の
構
造

企
業
価
値
担
保
権
は
、
企
業
価
値
担
保

権
信
託
契
約
に
よ
り
設
定
さ
れ
、
被
担
保

債
権
の
債
務
者（
借
入
人
な
ど
）が
こ
の
企

実  務実  務
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業
価
値
担
保
権
信
託
契
約
に
お
け
る
委
託

者（
法
６
③
）と
な
り
、
企
業
価
値
担
保
権

信
託
会
社
⑵
が
受
託
者
兼
企
業
価
値
担
保

権
者（
法
６
③
、
８
②
二
）と
な
る
。

そ
し
て
、
企
業
価
値
担
保
権
に
お
い
て

は
、
特
定
被
担
保
債
権
と
不
特
定
被
担
保

債
権
と
い
う
２
種
類
の
被
担
保
債
権
が
前

提
と
さ
れ（
法
８
②
二
）、
こ
れ
に
対
応
し

て
、
特
定
被
担
保
債
権
者
と
不
特
定
被
担

保
債
権
者
と
い
う
２
種
類
の
受
益
者
が
指

定
さ
れ
る（
法
８
②
四
・
五
）。

こ
の
う
ち
、
特
定
被
担
保
債
権
は
、
企

業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
に
お
け
る
貸
付

債
権
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
法

律
上
は
、「
企
業
価
値
担
保
権
信
託
契
約
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
の
債
権
又
は
一
定

の
範
囲
に
属
す
る
不
特
定
の
債
権（
債
務

者
と
の
特
定
の
継
続
的
取
引
契
約
に
よ
っ

て
生
ず
る
も
の
そ
の
他
債
務
者
と
の
一
定

の
種
類
の
取
引
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
に

限
る
）」（
以
下
、「
対
象
債
権
」と
い
う
）な

ど
と
定
義
さ
れ
て
い
る（
法
６
④
本
文
）。

ま
た
、
元
本
の
確
定
前
で
あ
っ
て
も
、
対

象
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
の
当
該
対
象

債
権
は
、
原
則
と
し
て
、
特
定
被
担
保
債

権
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
企
業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
債

権
の
流
動
性
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る（
法

６
④
一
）。
た
だ
し
、
当
事
者
が
企
業
価

値
担
保
権
付
き
融
資
債
権
の
流
動
性
を
望

ま
な
い
場
合
に
は
、
企
業
価
値
担
保
権
信

託
契
約
に
よ
る
別
段
の
定
め（
た
だ
し
、

そ
の
内
容
に
は
一
定
の
限
定
が
付
さ
れ
て

い
る
）が
許
容
さ
れ
て
い
る（
法
６
④
た
だ

し
書
き
）。

不
特
定
被
担
保
債
権
は
、
企
業
価
値
担

保
権
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
、
一
般
債
権

者
等
の
た
め
、
一
定
の
額
を
留
保
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
企
業
価
値
担
保
権
信
託
契
約
に
お
い

て
、
不
特
定
被
担
保
債
権
を
有
す
る
者
が

受
益
者
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
で（
法

６
⑦
、８
②
五
）、そ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
、

「
配
当
可
能
額
に
応
じ
、
債
務
者
に
つ
い

て
行
わ
れ
、
又
は
行
わ
れ
る
べ
き
清
算
手

続
又
は
破
産
手
続
の
公
正
な
実
施
に
要
す

る
と
見
込
ま
れ
る
額
と
し
て
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額（
…
裁
判

所
が
当
該
清
算
手
続
又
は
破
産
手
続
の
公

正
な
実
施
に
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
額
に
当
該
裁
判
所
が
定

め
る
額
を
加
え
た
額
）（
法
８
②
一
ハ
。
以

下
、「
不
特
定
被
担
保
債
権
留
保
額
」と
い

う
）が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⑵　

法
32
条
の
免
許
を
受
け
た
会
社
を
い
う
が（
法
６
②
）、

ⅰ
担
保
付
社
債
信
託
法
３
条
の
免
許
を
受
け
た
者
、
ⅱ
金

融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
１
条
１
項

の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関（
担
保
権
に
関
す
る
信
託
業

務
を
営
む
も
の
に
限
る
）、ⅲ
信
託
業
法
３
条
ま
た
は
53
条

１
項
の
免
許
を
受
け
た
者
お
よ
び
ⅳ
届
出
を
行
っ
た
銀
行

な
ど
は
企
業
価
値
担
保
権
信
託
会
社
の
免
許
を
受
け
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る（
法
33
①
②
）。

⑶
　
企
業
価
値
担
保
権
の
内
容

①
　
企
業
価
値
担
保
権
の
設
定
等

企
業
価
値
担
保
権
は
、
債
務
者
の
総
財

産（
将
来
に
お
い
て
会
社
の
財
産
に
属
す

る
も
の
を
含
む
）を
担
保
目
的
財
産
と
す

る（
法
７
①
）。
企
業
価
値
担
保
権
が
実
行

さ
れ
る
と
、
基
本
的
に
は
、
債
務
者
の
事

業
が
一
体
と
し
て
譲
渡
さ
れ（
法
157
①
）、

そ
の
対
価
か
ら
一
定
割
合
を
不
特
定
被
担

保
債
権
留
保
額
と
し
て
控
除
し（
法
166
）、

そ
の
残
額
が
特
定
被
担
保
債
権
に
対
す
る

配
当
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
企
業
価
値
担

保
権
者
は
、
債
務
者
の
有
形
資
産
の
み
な

ら
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
顧
客
基
盤
等
の
無
形

資
産
を
含
む
事
業
全
体
の
価
値
に
対
す
る

優
先
権
を
有
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。そ

し
て
、
企
業
価
値
担
保
権
は
、
債
務

者
の
本
店
所
在
地
に
お
い
て
商
業
登
記
簿

に
そ
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
り
効
力
が

発
生
す
る（
法
15
本
文
）。
そ
の
設
定
登
記

の
登
記
事
項
は
、「
登
記
原
因
及
び
そ
の
日

付
」、「
登
記
に
係
る
企
業
価
値
担
保
権
の

権
利
者
の
名
称
及
び
住
所
」等
と
さ
れ
て

お
り（
法
223
条
の
準
用
す
る
不
動
産
登
記

法
59
）、
被
担
保
債
権
に
関
す
る
事
項
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
当
該
登
記

が
債
務
者
へ
の
詳
細
確
認
の
契
機
で
あ
っ

て
、
詳
細
に
つ
い
て
は
最
新
の
情
報
を
債

務
者
に
確
認
す
る
こ
と
で
把
握
す
る
こ
と

が
経
済
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
の
下
で
、
登
記
事
項
は
必
要
最
小

限
の
も
の
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
⑶
。

②
　
企
業
価
値
担
保
権
の
効
力

企
業
価
値
担
保
権
者
は
、
担
保
目
的
財

産
に
つ
い
て
、
他
の
債
権
者
に
先
立
っ
て

特
定
被
担
保
債
権
お
よ
び
不
特
定
被
担
保

債
権
に
対
す
る
配
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る（
法
７
②
）。
他
方
で
、
他
の
債
権
者

の
債
権
回
収
の
必
要
性
等
に
鑑
み
、
企
業

価
値
担
保
権
者
は
、
担
保
目
的
財
産
に
対

す
る
強
制
執
行
、
担
保
権
の
実
行
な
ど
に

お
い
て
、
配
当
ま
た
は
弁
済
金
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い（
法
７
③
）。
た

だ
し
、
担
保
目
的
財
産
に
対
す
る
強
制
執

行
ま
た
は
担
保
権
の
実
行
な
ど
に
対
し

て
、
企
業
価
値
担
保
権
者
は
、
当
該
強
制

執
行
等
が
債
務
者
の
事
業
の
継
続
に
支
障

を
来
す
場
合
に
は
異
議
を
主
張
で
き
る

（
法
19
①
）。

債
務
者
は
、
企
業
価
値
担
保
権
設
定
後

も
、
担
保
目
的
財
産
の
使
用
、
収
益
お

よ
び
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る（
法
20

①
）。
た
だ
し
、
通
常
の
事
業
活
動
の
範

囲
を
超
え
る
担
保
目
的
財
産
の
処
分
等
を

す
る
場
合
に
は
、
企
業
価
値
担
保
権
者
の

同
意
が
必
要
と
な
る（
法
20
②
）。
か
か
る

同
意
を
得
ず
に
し
た
行
為
は
無
効
と
な
る

が
、
善
意
無
重
過
失
の
第
三
者
に
は
対
抗

実務解説
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で
き
な
い（
法
20
③
）。

特
定
被
担
保
債
権
者
は
、
債
務
者
の
個

別
の
財
産
を
目
的
と
し
て
特
定
被
担
保
債

権
を
担
保
す
る
質
権
や
抵
当
権
と
い
っ
た

担
保
権（
重
複
担
保
権
）の
実
行
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い（
法
11
）。
た
だ
し
、
重
複

担
保
権
の
設
定
自
体
は
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
金
融
機
関
か
ら
は
、
以
下
の
よ

う
な
理
由
か
ら
重
複
担
保
権
の
設
定
が
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

債
務
者
の
遊
休
資
産
の
な
か
に
換
価
価
値

の
高
い
資
産
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
に
対
し

て
、
他
の
債
権
者
に
よ
る
強
制
執
行
が
行

わ
れ
る
と
、
企
業
価
値
担
保
権
者
は
、
法

19
条
１
項
に
基
づ
く
異
議
を
主
張
し
た

り
、
当
該
手
続
に
お
い
て
配
当
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
当
該
強

制
執
行
が
無
剰
余
取
消
し
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
に
、
重
複
担
保
権
の
設
定
を
求
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
重
要

資
産
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
に
よ
り
、
通

常
の
事
業
活
動
の
範
囲
を
超
え
る
譲
渡
が

な
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
善
意
無
重
過
失
の

譲
受
人
に
当
該
資
産
を
取
得
さ
れ
る
リ
ス

ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
示
を
図
り
、
追

及
効
を
及
ぼ
す
目
的
で
、
重
複
担
保
権
の

設
定
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務

に
つ
き
個
人
保
証
等
の
契
約
が
締
結
さ
れ

て
い
て
も
、
特
定
被
担
保
債
権
者
は
、
原

則
と
し
て
、
当
該
保
証
契
約
等
に
係
る
権

利
行
使
は
で
き
な
い（
法
12
①
）。
特
定
被

担
保
債
権
を
担
保
す
る
抵
当
権
等
の
設
定

契
約
で
あ
っ
て
、
個
人
が
所
有
す
る
、
当

該
個
人
が
当
該
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て

生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
し
て
い
る
不
動

産
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
主
務
省
令
で
定

め
る
資
産
⑷
を
目
的
と
す
る
も
の
も
同
様

で
あ
る
。
た
だ
し
、
主
務
省
令
で
定
め
る

要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
保
証
契

約
等
に
係
る
権
利
行
使
が
認
め
ら
れ
る

（
法
12
④
）。
こ
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
。

⑶　

金
融
庁「『
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令（
案
）』及
び『
企
業
価
値
担
保
権
に
関
す
る
信
託
業
務

に
関
す
る
内
閣
府
令（
案
）』等
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
の
概

要
及
び
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
金
融
庁
の
考
え
方
」（
２
０

２
５
年
７
月
２
日
）５
頁
コ
メ
ン
ト
№
５
参
照
。

⑷　

事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
12
条
第
１

項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
契
約
等
を
定
め
る
命

令（
以
下
、「
契
約
命
令
」と
い
う
）１
②
に
お
い
て
、担
保
権

設
定
時
に
お
い
て
、
当
該
個
人
が
主
と
し
て
生
活
の
用
に

供
す
る
自
動
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転
車
な
ら
び
に
差
押

禁
止
財
産
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⑷
　
企
業
価
値
担
保
権
の
実
行

企
業
価
値
担
保
権
信
託
会
社
は
、
特
定

被
担
保
債
権
の
期
限
が
到
来
し
て
も
弁
済

さ
れ
な
い
な
ど
の
場
合
、
す
べ
て
の
特
定

被
担
保
債
権
者
の
指
図
に
よ
り
、
企
業
価

値
担
保
権
の
実
行
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
法
61
）⑸ 

。

企
業
価
値
担
保
権
の
実
行
は
、
企
業
価
値

担
保
権
者
の
実
行
手
続
開
始
の
申
立
て
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る（
法
83
①
）。

実
行
手
続
開
始
の
決
定
が
さ
れ
る
と
、

裁
判
所
に
よ
り
管
財
人
が
選
任
さ
れ（
法

109
①
）、
債
務
者
に
弁
済
禁
止
効
が
生
じ

る（
法
93
①
）。

管
財
人
は
、
債
務
者
の
事
業
の
経
営
な

ら
び
に
担
保
目
的
財
産
の
管
理
お
よ
び
処

分
を
す
る
権
利
を
有
し
、
債
務
者
に
代

わ
っ
て
事
業
を
継
続
す
る（
法
113
①
）。
管

財
人
は
、
随
時
、
実
行
手
続
に
よ
ら
ず

に
、
共
益
債
権
⑹
を
弁
済
す
る（
法
70
⑥
、

130
①
）ほ
か
、
共
益
債
権
に
該
当
し
な
い

債
権
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
の
許
可
を
得

て
、
債
務
者
の
事
業
の
継
続
、
債
務
者
の

取
引
先
の
保
護
そ
の
他
の
実
行
手
続
の
公

正
な
実
施
に
必
要
が
あ
る
場
合
は
弁
済
す

る
こ
と
が
で
き
る（
法
93
②
）。
こ
の
よ
う

に
、
事
業
継
続
に
不
可
欠
な
商
取
引
債
権

等
へ
の
優
先
的
な
弁
済
を
可
能
と
す
る
こ

と
で
、
企
業
価
値
担
保
権
の
実
行
に
よ
る

企
業
価
値
の
毀
損
を
防
止
す
る
手
当
て
が

な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
管
財
人
は
、
担
保
目
的

財
産
の
換
価
を
行
う
。
換
価
は
、
原
則
と

し
て
、
裁
判
所
の
許
可
の
下
、
事
業
譲
渡

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る（
法
157
①
）。

そ
の
後
、
管
財
人
は
、
裁
判
所
の
許
可

を
得
て
、最
後
配
当
を
行
う（
法
169
①
②
）。

こ
の
場
合
、
管
財
人
は
、
配
当
可
能
額
か

ら
不
特
定
被
担
保
債
権
留
保
額
を
控
除
し

た
額
を
限
度
と
し
て
、
特
定
被
担
保
債
権

に
対
す
る
配
当
と
し
て
、
企
業
価
値
担
保

権
者
に
配
当
し（
法
166
①
②
）、
不
特
定
被

担
保
債
権
留
保
額
に
つ
い
て
は
、
不
特

定
被
担
保
債
権
に
対
す
る
配
当
と
し
て
、

企
業
価
値
担
保
権
者
に
交
付
す
る（
法
166

③
）。

⑸　

た
だ
し
、
企
業
価
値
担
保
権
信
託
契
約
に
よ
る
別
段
の

定
め
が
許
容
さ
れ
て
い
る
。

⑹　

共
益
債
権
に
は
、
実
行
手
続
開
始
後
の
債
務
者
の
事
業

の
経
営
に
関
す
る
費
用
や
、
債
務
者
の
使
用
人
の
給
料
の

う
ち
一
定
額
の
請
求
権
等
が
含
ま
れ
る（
法
127
、129
）。

下
位
法
令
等
で

明
確
に
な
っ
た
点

事
業
性
融
資
推
進
法
の
下
位
法
令
と
し

て
、
２
０
２
５
年
7
月
2
日
に
、
政
令
と

し
て
は
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
が
公
布
さ
れ
、
ま
た
規
則
と

し
て
は
企
業
価
値
担
保
権
に
関
す
る
信
託

業
務
に
関
す
る
内
閣
府
令
、
事
業
性
融
資

の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
12
条
第
１
項

に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
契
約
等

を
定
め
る
命
令（
契
約
命
令
）お
よ
び
事
業

性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
68
条

第
４
項
の
署
名
又
は
記
名
押
印
に
代
わ
る

措
置
に
関
す
る
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
そ

の
他
、
関
係
す
る
政
令
や
府
省
令
等
の
改

正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
下
位
法

令
に
よ
り
明
確
に
な
っ
た
点
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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⑴
　
不
特
定
被
担
保
債
権
留
保
額

前
述
の
と
お
り
、
企
業
価
値
担
保
権
が

実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
一
般
債
権
者
等

の
た
め
に
、
不
特
定
被
担
保
債
権
留
保
額

を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る（
法
８

②
一
ハ
）。
こ
の
不
特
定
被
担
保
債
権
留
保

額
の
う
ち「
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
額
」は
、
事
業
性
融
資
の
推

進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
２
条
に
定
め

ら
れ
て
お
り
、
図
表
の
と
お
り
で
あ
る（
金

融
庁「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
1
条
・
第
2
条
等
に
係

る
考
え
方
」（
２
０
２
５
年
）2
～
6
頁
参

照
）。

⑵
　
個
人
保
証
等
の
制
限
の
例
外

前
述
の
と
お
り
、
企
業
価
値
担
保
権
が

設
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、

特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
に
係
る
個

人
保
証
や
個
人
財
産
に
対
す
る
担
保
権
設

定
契
約
に
係
る
権
利
行
使
は
制
限
さ
れ
る

と
こ
ろ
、
制
限
さ
れ
る
契
約
に
は
、
た
と

え
ば
、
特
定
被
担
保
債
権
を
被
保
証
債
権

と
す
る
保
証
契
約
で
保
証
人
が
法
人
で
あ

る
も
の
の
う
ち
、
当
該
法
人
保
証
人
が
債

務
者
に
対
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
に
つ

き
個
人
に
も
連
帯
債
務
を
負
わ
せ
る
も
の

（
契
約
命
令
１
①
一
イ
）な
ど
も
含
ま
れ
⑺
、

実
質
的
に
個
人
保
証
や
個
人
財
産
に
担
保

権
設
定
等
が
行
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様
の

結
果
と
な
る
契
約
パ
タ
ー
ン
が
幅
広
く
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
か
か
る
制
限
の
例
外
と
し
て
、

権
利
行
使
が
可
能
と
な
る
場
合
が
、
契
約

命
令
２
条
各
号
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
た

と
え
ば
、
ⅰ
停
止
条
件
付
き
経
営
者
保
証

で
あ
っ
て
、
借
入
人
の
事
業
・
財
産
状
況

の
報
告
義
務
違
反
や
、
借
入
人
・
個
人
保

証
人
に
よ
る
借
入
人
事
業
・
財
産
の
毀
損

行
為
の
禁
止
義
務
違
反
を
そ
の
停
止
条
件

と
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
義
務
違
反
が

あ
っ
た
場
合
や
、
ⅱ
解
除
条
件
付
き
経
営

者
保
証
で
あ
っ
て
、
借
入
人
が
情
報
開
示

や
重
要
な
財
産
の
維
持
等
の
誠
実
業
務
執

行
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
解

除
条
件
と
し
て
い
る
場
合
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。

⑺　

そ
の
ほ
か
、
契
約
命
令
１
条
１
項
各
号
、
同
３
項
各
号

参
照
。

⑶
　
み
な
し
免
許
の
範
囲

前
述
の
と
お
り
、
届
出
を
行
っ
た
銀
行

な
ど
は
企
業
価
値
担
保
権
信
託
会
社
の
免

許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
こ
の
対
象
に
、
銀
行
、
信
用
金
庫
な

ど
の
金
融
機
関
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

貸
金
業
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い（
企
業
価

値
担
保
権
に
関
す
る
信
託
業
務
に
関
す
る

内
閣
府
令
４
各
号
）。

施
行
に
向
け
た
実
務
の

ポ
イ
ン
ト

事
業
性
融
資
推
進
法
の
概
要
お
よ
び

そ
の
下
位
法
令
の
公
布
等
に
よ
り
明
確
に

な
っ
た
点
を
説
明
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
も

と
に
、
同
法
の
施
行
に
向
け
た
実
務
の
ポ

イ
ン
ト
を
、⑴
融
資
を
必
要
と
す
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
お
よ
び
⑵
企
業
価
値
担
保

権
付
き
融
資
を
受
け
た
借
入
人
に
対
し

て
、
売
掛
債
権
等
の
一
般
債
権
を
有
す
る

一
般
事
業
会
社
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

⑴
　
融
資
を
必
要
と
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業

事
業
性
融
資
推
進
法
の
施
行
に
よ
り
、

既
存
の
担
保
権
制
度
の
下
で
は
十
分
な
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は

経
営
者
保
証
を
求
め
ら
れ
て
融
資
を
受
け

る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
が
、
企
業
価
値
担
保
権
を
設
定
す

る
こ
と
で
、
融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

①
　
取
引
金
融
機
関
の
属
性

企
業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
の
利
用
を

考
え
る
う
え
で
ま
ず
重
要
な
点
は
、
企
業

価
値
担
保
権
に
関
す
る
信
託
業
務
に
関
す

る
内
閣
府
令
４
条
に
よ
り
、
貸
金
業
者
が

企
業
価
値
担
保
権
信
託
会
社
の
免
許
を
受

け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
金
融
機
関
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ

る
。
た
と
え
ば
フ
ァ
ン
ド
か
ら
融
資
を
受

け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
場
合
、
企
業
価
値
担
保
権

を
活
用
す
る
た
め
に
は
別
途
企
業
価
値
担

保
権
信
託
会
社
の
手
配
等
の
対
応
が
必
要

と
な
る
。
一
方
、
み
な
し
免
許
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
事
業
性
融
資
推
進
法
の
法
文

上
明
ら
か
で
あ
っ
た
銀
行（
法
33
②
）に
加

え
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
や
信
用
金
庫
と

い
っ
た
金
融
機
関
が
み
な
し
免
許
を
受
け

（図表）　不特定被担保債権留保額のうち政令で定めるところにより算定した額
配当可能額 割合 不特定被担保債権留保額

500万円以下の金額 30% 70 ～ 150万円

500万円を超え1,000万円以下の金額 15% ～ 225万円

1,000万円を超え5,000万円以下の金額 5% ～ 425万円

5,000万円を超え１億円以下の金額 1.5% ～ 500万円

１億円を超え５億円以下の金額 0.3% ～ 620万円

５億円を超える金額 0.05% 620万円～

（出所）　筆者作成

実務解説
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ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
金
融
機
関
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
融
資

を
特
定
被
担
保
債
権
と
す
る
企
業
価
値
担

保
権
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
金
融
機
関
か

ら
企
業
価
値
担
保
権
を
活
用
し
た
融
資
を

受
け
る
こ
と
は
、
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ

る
許
認
可
の
点
で
は
障
害
が
少
な
い
と
い

え
る
。
ま
た
、
特
定
被
担
保
債
権
者
と
は

別
の
金
融
機
関
が
企
業
価
値
担
保
権
信
託

会
社
の
役
割
を
担
う
場
合
、
案
件
当
事
者

の
増
加
に
よ
り
取
引
が
複
雑
化
し
、
そ
の

結
果
、
借
入
人
は
融
資
取
引
の
コ
ス
ト
に

つ
き
追
加
の
経
済
的
負
担
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
点
に
も
留
意
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

②
　
経
営
者
保
証
等
の
回
避

企
業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
で
は
、
特

定
被
担
保
債
権
に
つ
い
て
経
営
者
保
証
等

が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特

定
被
担
保
債
権
者
は
原
則
と
し
て
そ
の
権

利
を
行
使
で
き
な
い
。す
な
わ
ち
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
の
経
営
者
と
し
て
は
、
融

資
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
自
ら
の
個
人
保

証
や
、自
宅
、自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
、

差
押
禁
止
財
産
の
担
保
提
供
を
避
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
得
る
。
そ
こ
で
、
企
業

価
値
担
保
権
を
活
用
し
た
融
資
を
受
け
よ

う
と
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
、
こ

の
よ
う
な
負
担
を
負
わ
な
い
前
提
で
の
融

資
を
金
融
機
関
に
対
し
て
求
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

た
だ
、
特
に
中
小
企
業
向
け
融
資
の
実

務
で
は
、
従
来
、
経
営
者
保
証
が
多
く
用

い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
中

小
企
業
の
場
合
、
業
務
、
経
理
、
資
産
所

有
等
に
関
す
る
企
業
と
経
営
者
等
と
の
関

係
が
明
確
に
区
分
・
分
離
さ
れ
て
お
ら

ず
、
実
質
的
に
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

（
法
人
個
人
の
一
体
性
）が
、
そ
の
特
徴
と

し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
く（
経
営
者

の
規
律
づ
け
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

の
必
要
性
）、
ま
た
中
小
企
業
の
財
務
基

盤
は
概
し
て
強
固
で
は
な
く（
企
業
の
信

用
力
の
補
完
の
必
要
性
）、
適
切
な
開
示

情
報
の
不
足
に
よ
り
、
借
り
手
と
貸
し
手

と
の
間
に
い
わ
ゆ
る「
情
報
の
非
対
称
性
」

が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い（
情
報
不
足
等

に
伴
う
債
権
保
全
の
必
要
性
）こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
⑻
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

一
般
論
に
過
ぎ
ず
、
借
入
人
や
そ
の
経
営

者
の
具
体
的
な
状
況
に
よ
り
金
融
機
関
の

対
応
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
ろ
う
が
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
経
営
者
保
証
の
負

担
の
な
い
融
資
を
求
め
る
う
え
で
は
、（
企

業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
に
お
い
て
一
般

的
に
求
め
ら
れ
る
事
項
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
）金
融
機
関
が
当
該
具
体
的
な
取
引

に
関
し
て
前
記
の
よ
う
な
懸
念
を
持
つ
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
法
人
と
経
営
者
の
関

係
の
明
確
な
分
離
や
、
財
務
状
況
等
に
つ

い
て
の
適
時
適
切
な
情
報
開
示
を
通
じ
た

経
営
の
透
明
性
確
保
へ
の
取
組
み
が
強
く

求
め
ら
れ
よ
う
。

③
　
経
営
者
保
証
等
に
対
す
る
制
限
の

例
外
の
活
用

こ
の
よ
う
に
企
業
価
値
担
保
権
付
き
融

資
で
は
経
営
者
保
証
の
権
利
行
使
に
制
限

が
付
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
の

例
外
と
し
て
、
前
記「
下
位
法
令
等
で
明

確
に
な
っ
た
点
」⑵
ⅰ
、
ⅱ
記
載
の
場
合

が
あ
る（
法
12
④
、
契
約
命
令
２
）。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
企
業
価
値
担

保
権
付
き
融
資
を
求
め
て
い
く
う
え
で
、

経
営
者
保
証
等
の
完
全
な
排
除
を
希
望
し

て
も
、
そ
の
案
件
に
お
け
る
状
況
に
よ
っ

て
は
金
融
機
関
が
そ
の
よ
う
な
融
資
に
難

色
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
前

記
の
例
外
規
定
を
活
用
し
て
、
た
と
え
ば

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
借
入
人
と
す
る

融
資
取
引
に
お
い
て
、
経
営
者
保
証
の
効

力
発
生
の
停
止
条
件
と
し
て「
借
入
人
が

ロ
ー
ン
契
約
の
定
め
に
従
っ
て
貸
付
人
に

対
し
報
告
し
た
、
会
社
の
財
産
や
経
営
に

関
す
る
情
報
が
虚
偽
で
あ
っ
た
こ
と
」と

い
う
規
定
を
設
け
、
借
入
人
の
粉
飾
決
算

に
よ
る
虚
偽
報
告
等
が
あ
れ
ば
貸
付
人
が

経
営
者
保
証
に
係
る
権
利
を
行
使
で
き
る

よ
う
な
融
資
商
品
で
あ
れ
ば
、
貸
付
人
に

と
っ
て
受
入
れ
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
借
入
人
や
そ
の
経
営
者
に
と
っ
て

も
、
契
約
命
令
2
条
各
号
に
列
挙
さ
れ
る

よ
う
な
、
会
社
の
事
業
・
財
産
に
関
す
る

正
確
な
状
況
を
貸
付
人
に
適
時
に
開
示
す

る
義
務
や
、
経
営
者
に
よ
る
会
社
財
産
の

私
的
な
流
用
を
含
む
会
社
の
事
業
・
財
産

の
毀
損
行
為
の
禁
止
の
違
反
が
あ
っ
た
場

合
に
限
っ
て
経
営
者
保
証
等
の
効
力
が
生

じ
る
と
い
う
よ
う
な
合
意
で
あ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
合
意
内
容
を
求
め
る
貸
付
人
側

の
事
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
何
よ
り
も
、
こ
の

よ
う
な
借
入
人
側
の
義
務
の
履
行
を
通

じ
、
借
入
人
の
事
業
・
財
産
状
況
に
関
す

る
正
確
な
情
報
を
貸
付
人
と
適
時
に
共
有

す
る
こ
と
で
、
貸
付
人
に
よ
る
借
入
人
の

事
業
全
体
の
価
値
の
把
握
を
容
易
に
す
る

と
と
も
に
、
借
入
人
の
経
営
状
況
に
問
題

が
生
じ
つ
つ
あ
る
場
合
に
貸
付
人
に
よ
る

タ
イ
ム
リ
ー
な
経
営
改
善
支
援
が
可
能
に

な
る
と
い
う
効
用
も
期
待
さ
れ
る
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
企
業
価
値
担
保
権

付
き
融
資
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
例

外
規
定
の
こ
の
よ
う
な
活
用
法
も
検
討
の

価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

④
　
施
行
日
と
の
関
係

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
事
業
性
融
資

推
進
法
の
施
行
日
は
２
０
２
６
年
５
月
25

日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
の
担
保
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大野　一行（おおの・かずゆき）
長島・大野・常松法律事務所　弁護士
金 融 庁において、2021年 銀 行法 等の改正、
2022年資金決済法等の改正、2024年事業性融
資の推進等に関する法律の立案に関与。その経
験を活かして、銀行、信託銀行、金融商品取引
業者、暗号資産交換業者などの金融規制の他、
不動産取引やTMK、REITその他のSPCを用い
た不動産ファンドの組成および運営案件等を取り
扱っている。

月岡　崇（つきおか・たかし）
長島・大野・常松法律事務所　パートナー　弁
護士
バンキング（シンジケートローン、プロジェクト
ファイナンス、買収ファイナンス、セキュリティト
ラスト等）、ファクタリング、信託や債権流動化
等のストラクチャードファイナンス取引、キャピ
タルマーケットにおける証券発行やそれに伴う開
示といった国内外のファイナンス取引、金融規制
法分野を主に取り扱う。1999年弁護士登録、
2004年Columbia Law School卒（LL.M.）、
2004-2005年米国Shearman & Sterling法律事
務所（現A&O Shearman）勤務。

付
き
融
資
や
経
営
者
保
証
付
き
融
資
を
企

業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
に
切
り
替
え
た

い
と
い
っ
た
希
望
を
持
つ
企
業
を
含
め
、

企
業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
の
利
用
を
考

え
る
企
業
と
し
て
は
、
制
度
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
に
こ
れ
を
活
用
す
る
た
め
の
時
間
的

な
余
裕
は
十
分
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
企

業
価
値
担
保
権
付
き
融
資
は
、
不
動
産
担

保
や
経
営
者
保
証
等
に
依
拠
し
な
い
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
借
入
人
の
事
業
の
実
態

や
将
来
性
に
着
目
し
た
融
資
で
あ
る
と
こ

ろ
に
そ
の
意
義
が
あ
る
⑼
。
そ
し
て
金
融

機
関
が
こ
の
よ
う
な
融
資
に
踏
み
切
る
た

め
に
は
、
融
資
が
な
さ
れ
た
後
の
緊
密
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
だ
け
で
は
な

く
、
融
資
に
至
る
ま
で
に
も
、
借
入
人
の

事
業
の
実
態
や
将
来
性
を
評
価
す
る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
基
づ
き
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
価
値
担

保
権
付
き
融
資
の
利
用
を
考
え
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
と
し
て
も
、
そ
の
意
向
を

取
引
金
融
機
関
に
対
し
て
早
く
か
ら
伝
え

て
お
く
こ
と
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

と
金
融
機
関
の
双
方
に
と
っ
て
有
益
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

⑻　

金
融
庁「
中
小
企
業
に
お
け
る
個
人
保
証
等
の
在
り
方

研
究
会
報
告
書
」（
２
０
１
３
年
５
月
２
日
）「
２
．個
人
保

証
の
現
状
」参
照
。

⑼　

金
融
庁「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
案　

説
明
資
料
」（
２
０
２
４
年
３
月
）１
頁
参
照
。

⑵
　
借
入
人
に
対
し
て
一
般
債
権
を

有
す
る
一
般
事
業
会
社

借
入
人
に
対
し
て
、
売
掛
債
権
等
の
一

般
債
権
を
有
す
る
一
般
事
業
会
社
に
お
け

る
、
借
入
人
が
企
業
価
値
担
保
権
を
設
定

す
る
こ
と
の
影
響
を
検
討
す
る
。
事
業
性

融
資
推
進
法
の
法
文
上
も
、
借
入
人
の
取

引
先
の
よ
う
な
一
般
債
権
者
に
対
す
る
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
た

が
、
下
位
法
令
等
に
よ
り
、
企
業
価
値
担

保
権
が
設
定
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
一

般
債
権
者
を
含
む
関
係
者
の
利
害
関
係
の

全
体
像
や
、
関
係
者
間
の
利
益
バ
ラ
ン
ス

が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。

借
入
人
が
企
業
価
値
担
保
権
を
設
定
し

た
場
合
、
そ
の
実
行
に
よ
り
企
業
価
値
担

保
権
者
が
借
入
人
の
総
財
産
に
つ
い
て
、

他
の
債
権
者
に
先
立
っ
て
配
当
を
受
け
る

こ
と
に
な
る（
法
７
①
②
）。
企
業
価
値
担

保
権
が
実
行
さ
れ
る
と
、
当
該
借
入
人
と

取
引
を
行
っ
て
い
る
一
般
事
業
会
社
は
、

そ
の
有
す
る
売
掛
債
権
等
に
つ
い
て
、
実

行
手
続
に
よ
ら
な
け
れ
ば
弁
済
を
受
け

ら
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る（
法
93
①
）。

も
っ
と
も
、
企
業
価
値
担
保
権
が
実
行
さ

れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
借
入
人
の
取
引

先
が
有
す
る
売
掛
債
権
等
に
つ
い
て
、「
債

務
者
の
事
業
の
継
続
、
債
務
者
の
取
引
先

の
保
護
そ
の
他
の
実
行
手
続
の
公
正
な
実

施
に
必
要
が
あ
る
」と
裁
判
所
が
認
め
れ

ば
、
管
財
人
の
申
立
て
に
よ
り
例
外
的
に

弁
済
が
な
さ
れ
る（
法
93
②
）。
ま
た
、
企

業
価
値
担
保
権
の
実
行
手
続
開
始
後
の
債

務
者
の
事
業
の
経
営
に
関
す
る
費
用
の
請

求
権
は
共
益
債
権
と
な
り（
法
127
二
）、
実

行
手
続
に
よ
ら
な
い
で
担
保
目
的
財
産
か

ら
随
時
弁
済
を
受
け
ら
れ
る（
法
70
⑥
）。

前
述
し
た
、
企
業
価
値
担
保
権
が
実
行

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
一
般
債
権
者
等
の

た
め
に
確
保
さ
れ
る
不
特
定
被
担
保
債
権

留
保
額
は
、
一
見
す
る
と
取
引
先
の
保
護

と
し
て
不
十
分
な
水
準
と
も
思
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
制
度
は
実
行
手
続
中（
配
当

前
）の
優
先
弁
済
の
要
件
が
十
分
に
広
い

こ
と
を
踏
ま
え
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
金
融
庁
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
⑽
こ
と

か
ら
も
、
金
融
庁
が
企
業
価
値
担
保
権
制

度
の
設
計
に
あ
た
り
、
借
入
人
の
取
引
先

に
十
分
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

そ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
、
売
掛

債
権
の
保
全
の
た
め
に
特
段
担
保
権
の
設

定
を
受
け
て
い
な
い
一
般
事
業
会
社
の
場

合
、
取
引
先
が
企
業
価
値
担
保
権
を
設
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
こ
れ
に
対
抗
す

る
た
め
に
、
別
途
の
企
業
価
値
担
保
権
を

含
む
何
ら
か
の
担
保
権
の
設
定
を
通
じ
た

売
掛
債
権
の
保
全
措
置
を
取
る
必
要
は
大

き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
取
引

実務解説

先
に
よ
る
金
融
機
関
や
他
の
一
般
債
権
者

の
た
め
の
企
業
価
値
担
保
権
の
設
定
、
あ

る
い
は
そ
の
よ
う
な
企
業
価
値
担
保
権
の

実
行
を
防
止
す
る
等
の
目
的
で
、
他
に
先

ん
じ
て
第
1
順
位
の
企
業
価
値
担
保
権
の

設
定
を
求
め
る
よ
う
な
必
要
性
も
、
同
様

に
大
き
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑽　

金
融
庁「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
１
条
・
第
２
条
等
に
係
る
考
え
方
」（
２
０
２
５
年
）

３
頁
参
照
。


